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内 容 梗 概

トランジスタテレビセット用受像管として,カソード系などの構造を改良してヒータを12.6V501nA(0.63

W)と従来の約1/6の電力とした0またネックの直径を20mm¢と細くすることにより偏向電力も割合小さく

てすむ小形軽量の受像管140DB4,150HB4を開発した｡

1.緒 R

テレビセットの小形軽量化のためトランジスタがテレビセットに

使われるようになってきた｡しかし映像部は偏平管とか,ELを利

用したパネルディスプレイなども発表されてはいるが走査方法など

には未解決の部分があり,まだ実験の域を脱していない｡したがっ

て現状では受像管にほ従来の方式のものを使わなくてはならない｡

トランジスタ化によって他の回路部分の電力は大幅に低減される

が,従来の受像管のままでほ受像管にかなりの電力を必要とする｡

またトランジスタが高信号電圧の出力に適していないこと,トラン

ジスタ回路のほうが瞬時動作することなどよりトラソジスタテレビ

用受像管としてほ次のようなことが要求される｡

(1)ヒータ電力の小さいこと,およびェトソショソウォームア

ップタイムの短いこと｡

(2)偏向電力および高圧部の電力が小さいこと｡

(3)低変調電圧で動作すること｡

われわれはこれらの問題について検討し,小形の受像管にすれば

これらの問題が解決されやすく,かつ小形軽量化にも適しているこ

となどにより5･5形および6形の受像管を開発した｡以下これらに

ついて報告する｡

2.カソード系について

従来のテレビ用受像管のヒータほ6.3V O.3A,またほ6.3V O.6A

で1･9～3･8Wの電力を椚費していた｡またェミッションウォームア

ップタイムも前者で20～25秒,後者でほ少し早いがやはり20秒近

くの時間を要するのが普通であった｡セットをトランジスタ化した

場合このヒータ電力のしめる割合は大きく,また他の回路は瞬時動

作するが受像管が動作するまで映像がみられない｡したがってトラ

ンジスタセット用としてほぜひともこのカソード系を改良し低電力

化とウォームアップタイムの短縮化を考えねばならない｡

これらの問題を解決する理想的なものとして冷陰極が考えられて

いるが(1),これほ解像度,エミッションの安定性,寿命の問題など

が未解決である｡また従来のカソードをブラウン管用として極端に

小さくし,ス/ミイラルヒータをニッケル粉末でかためるなどの方法

で0･2Wのものをシルバニヤ社(アメリカ)で発表しているが(2),

生産性やセット製作上などの問題から採用されていない模様であ

る｡したがってわれわれは従来の形そのままでヒータ電力を小さく

するようにした｡ヒータ電圧もトランジスタ回路の電源電圧をその

まま使うことができるように12.6Vとし電流のほうをできるだけ小

さくした｡

われわれの作った構造を弟1図に示す｡また従来のものとの比較

写真を弟2図に示す｡同じようなものがビジコン用に採用されてい

るが,構造が複雑で部品の加工も困難であるのでわれわれは部品の
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形を若二1二大きくし,かつ加工のしやすい形として量産に適するよう

にした〔すなわちカソードスリーブを熱伝導率の悪い材料で作りか

つ厚さを稚くして熱が逃げないようにした｡またこのスリーブのま

わりをサポートでとりかこむようにしてスリーブからの熱放射を少

なくするようにしてある｡

この場介熱損失ほカソードおよぴヒータからの放射熱約0･46W,

スリーブ心よびヒータリードからの仁滞熱約0.13W,合計約0.59W

と推定される｡実際には12.6V50mA(0.63W)となった｡

ヒータは12.6V50mAとするた捌こは直径25/上程皮の細い線に

する必要がある｡従来のタングステン線でも使用可能でほあるが,

強度的にもすぐれている特殊タソクステン線を使用した｡

なおエミッショソウォームアップタイムはこのカソード系全体の

熱容量が割合小さいことから約10秒で動作するようになった｡

3.偏向および高圧電力につし､て

3.1高 圧 電 力

蛍光体の発光能率を高圧電力が目だって小さくなるはど大幅に向

上させることは非常に困難である｡一方輝度はだいたいビーム電流

に比例,陽極電圧の1.7乗に比例し,両脚こ逆比例する｡したがっ

て映像両横の小さい受像管(小形受像管)にし,かつある限度より低

くない高電圧で使うようにすると電力が小さくても明るくなる｡た

とえば16形受像管を陽棒電圧12kV,ビーム電流200〃A(2･4W)

で動作させたときの輝度と同じ輝度が6形では陽極電圧8kVのと

き約50/JAのビーム電流(0.4W)で得られる｡なおこのようにする

とビーム電流が′トさくてすむので後に述べる変調電圧の点でも有利

である｡

3.2 偏向電力について

偏向電力の低減としては

(1)偏向角の減小

(2)ネック直径の減小

(3)陽梅電圧の低下

(4)後段加速またほ偏向拡大

などが考えられる｡しかし(3)は陽極電圧に比例して電力は小さく

なるが輝度,解像度,変調電圧(電流を大きくするため)などの点

で不利である｡また(4)の後段加速は静電偏向の観測用ブラウン管

でほよく使われるが,電磁偏向のテレビ用でほ後段加速部の電子レ

ソズの収れん作用と,角形のための後段加速部の電子レンズのひず

みおよび加工上の困難などがある｡偏向拡大の方は電力の点でほか

なり有利であるが匝慣が著しく低下する(3)｡さらにこれらにはテレ

ビセッl､のほうで高圧電源を二つ必要とし,このため電力低減もあ

まりJ切符できない｡ゆえにわれわれほ(1)と(2)を採用した｡

(1)偏 向 角

偏向電力は偏向角の約3乗に比例する(4)｡したがって偏向角を

小さくすると電力ほ減少する｡かつ大形管では偏向角を小さくす

ると大幅に奥行が長くなるが,小形管では偏向角による奥行の変

化は割合少ない｡したがって5.5形では70度,6形では90度と

した｡これにより他の条件を同一とした場合,偏向電力ほ110度

のものに比べ5.5形でほ約1/4,6形でほ約1/2でよいことにな

る｡

(2)ネ ック 直径

偏向電力は偏向ヨークコアの内径に逆比例するのでコア内径が

小さくできるようにネック直径を小さくしたほうがよい｡ネック

ほ紳いほど電力の点からはよいが,内部に入れる電子銃が細くな

りレンズ系のひずみが増大し,偏向ヨークの磁界のひずみも大き

くなる｡これと,さらに枚械的強度のことも考慮してネック直径

を20mm¢とした｡これにより偏向電力は現在一般に使われてい

る29mmゥらネックの約3/4でよいことになった｡ネックi自二径を小

さくしたことにより偏向ヨークも小形秤量とすることができた｡

4.低変調電圧動作

トランジスタもかなり進歩してきたが,まだ普通の受像管を変調

するに十分な80～150V｡√｡の出力了宣庁をHけことはたやすいことで

ほない｡このたが)低変調電ほで動作する受像管の肝先がいノ′)い/川史

りざたされている｡しかLいずれも解像度が恋いとか,肺造が役邦

であるとかの問題により実用化されていない｡このうちⅠノOWG2形

電子銃は割合多く用いられているが低変調電圧特性という点でほ十

分でなく,わずかに10～20%しか変調電圧を低減できない｡かつ

解像度も若干低下する｡

ところでビーム電流ほ一般に次式の形で示される｡

ム=gjそ竺_
E｡〟2

ここに, ム:ビー ム電流

且α:カットオフ電圧

E｡:カットオフからの変調電圧

∬:常 数

ただし,

gd=E｡1-且｡｡..

ここに,且1:第1グリッド電圧

…(1)

‥(2)

したがってカットオフ電圧且｡の小さいものほど同一変調電圧で大

きなビーム電流が流れ高変調特性が得られる｡

電圧の広大はIE｡｡lとなるので

ムmax=方g｡｡1･5

しかし(2)より変調

(3)

となりE川が小さいと最大電流は小さい｡さいわい小形受像管でほ

前に述べたように陽極電圧を8kVくらいにすると,割合小さいビ

ーム電流で十分な輝度が得られる｡したがってカットオフ電圧を小

さくすることにより低い変調電圧ですむようにしてある｡この場合

変調電圧は40～50V｡_｡あれば十分である｡

5.140DB4,150H84について

舞3図に140DB4と150HB4の外観を,弟1表に定格を示す｡

いずれもネック直径は20mm¢,偏向角ほ前者が70度,後者が90度

である｡奥行は両者ほぼ同じであるが150HB4は90度偏向のため

画面が140DB4より約20%大きい｡電子銃は12.6V50mAヒータ

を採用したUPF(Uni-pOtentialFocus)形である｡このほうがTPF

(Tri-pOtentialFocus)形よりフォーカス電圧の変動に対しフォー

カス状態の安定性がよいためである｡なお偏向ヨークが小さくなる

とどうしても磁束分布の一様性がわるいため,電子ビームがひずみ

をうけ周辺の解像度が低下する｡電子銃は偏向部分におけるビーム

径ができるだけ小さくなるようにしてあるが,それでも偏向ヨーク

の影響が従来の太いネックのものより大きく,特に90度偏向のほ

第3図140DB4(左),150HI∋4(右)
(前方にあるのほ紙巻煙草)
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第1表140DB4,150HB4の定格
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うで著しい0偏向ヨークほ非補正時にラスタがやや糸巻ひずみにな

るくらいにして補正マグネットで修正したほうが周辺の解像度がよ

い｡

小形にしたためもあるが現在もっとも普及している16形の

16AUP4に比べ電力はヒ一夕,偏向および高圧電力を総合して約

1/6で動作し,変調電圧は約1/2である｡また重量ほ約1/8であ

る｡

る.結 R

小形トランジスタテレビ用受像管として一応満足できる5.5形の

140Dfi4,および6形の150HI∋4を開発することができた｡これ

は小形のため変調電圧,偏向電力などの問題が容易に解決できたが

今後大形トランジスタテレビ用の場合これらの点についてはさらに

検討しなくてはならない｡またカソード系についてもヒータ電流を

50mAより小さくすることほ困難としても電圧を下げてさらに低電

力にし,これをセットに使う場合の使用法について検討することが

必要と思われる｡
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